




























扱う『ヴェニスの商人』 (TheMerchantofVenice, 1596-97)､ 『ウインザーの陽気な女房たち』












































































































































































































































レミ一･ロペス(Jeremy Lopez)は指摘する(Jeremy Lopez, Theatrical Convention andAudience



























第一章は『ヴェニスの商人』 (The Merchant of Venice)を扱う｡当時のイギリス社会では外国人､
特にユダヤ人がどのように扱われていたかという点からするとシャイロックに対するキリスト教徒
たちの態度の厳しさとむごたらしさはある程度納得のいくものである｡つまり､いわば喜劇の敵で
あるシャイロックが滅ぶことで終幕の祝祭的ムードが達成されるわけであるが､シャイロックの娘
であるジェシカの哀愁に満ちたせりふや､複数のカップルが成立した中で結婚相手を与えられない
まま終わるアントニオの存在と退場が終幕の調和のかたちをゆがめていることを指摘している｡
第二章では『ウィンザーの陽気な女房たち』 (TheMmy WivesofWl'ndsor)を扱い､当時の社会
的制裁の形であったシャリバリの観点からフォルスタッフが受ける三度の懲らしめを分析してい
る｡三度の懲らしめは､観客にとって愉快なものであったが､その懲らしめを受けたフォルスタッ
フがフィナーレで他の人物たちとともに幸せそうに退場することは難しく､彼の退場のかたちが終
幕に影を落としたと結論付ける｡
第三章は『十二夜』 (Tu)elfth Night)を扱う｡劇や娯楽を嫌悪したピューリタンに対する一般的
な人々の態度や､当時の娯楽のひとつであった熊いじめなどとの頬似性などの観点から､謹厳なマ
ルヴォリオがいじめられるシーンを分析する｡最終シーンで彼が仕返しを予告して退場していくこ
とが､他の要素とも重なって､終幕の雰囲気を不穏かつ陰夢なものにしていると主張する｡
以上のように､本論文は､劇テクストを読むためのコンテクストとして当時の文化や社会的な習
慣を調査し､各シーンを分析しながら劇場における上演のかたちを考察し､観客が経験したであろ
う三つの喜劇の特異性を解明したものである｡喜劇の捉え万が一面的過ぎるため､議論が往々にし
て単純になっているところもあるが､テクストを丹念に読み､ ｢制裁｣という点から三つの喜劇を
包括的に論じたことは評価に値する｡本論文は､全体として､論文提出者が自立して研究活動を行
うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡よって､本論文は､博士(国際文化)
の学位論文として合格と認める｡
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